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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 45,193 0.1 △257 ― △41 ― 31 ―
26年3月期第2四半期 45,151 8.9 45 △41.0 239 △18.7 △127 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 133百万円 （176.3％） 26年3月期第2四半期 48百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 1.83 ―
26年3月期第2四半期 △7.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 40,329 29,608 72.6
26年3月期 41,671 29,584 70.2
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 29,267百万円 26年3月期 29,247百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 4.25 ― 4.25 8.50
27年3月期 ― 4.25
27年3月期（予想） ― 4.25 8.50

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 95,000 △6.7 350 △39.8 700 △26.8 450 36.2 26.43



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 24,053,942 株 26年3月期 24,053,942 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 7,029,096 株 26年3月期 7,028,995 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 17,024,846 株 26年3月期2Q 17,289,601 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、エネルギー業界においては、年初より続く

円安と、原油高による製品価格の高止まりに加え夏季の天候不順といった悪条件が重なり、従来の需要減退に一層

拍車がかかり、非常に厳しい収益環境にありました。

建設業界では、設備投資や公共投資が堅調に推移いたしましたが、原材料費の高騰や建設労働者不足等が続き、

一部の工事の進捗状況に遅れが発生するといった環境でもありました。

このような状況下、当社グループは既存事業の販売網の拡充とレンタカー事業の本格参入など、積極的な営業活

動を展開するとともに、経営改革プログラム「Re‐Actionプラン」を推し進め、効率的な経営を推進しました。 

その結果、当社グループの第２四半期連結累計期間における売上高に役務収益を加えた営業収益は、建設資材の

増販と、エネルギーの価格上昇により、451億９千３百万円（前年同期比0.1％増）、エネルギー関連の厳しい収益

環境による大幅な粗利益の減少とレンタカー事業の開始による販売費及び一般管理費の増加により営業損失は２億

５千７百万円（前年同期は営業利益４千５百万円）、経常損失は４千１百万円（前年同期は経常利益２億３千９百

万円）となりました。また、役員退職慰労引当金戻入額１億５千１百万円を特別利益に計上したことにより、四半

期純利益は３千１百万円（前年同期は四半期純損失１億２千７百万円）となりました。
 

なお、セグメント別の業績は次のとおりです。
 

産業エネルギーでは、石油製品が高値で推移する中、広域営業の積極展開による販売間口の拡大と、販売チャネ

ル毎の特性に応じた提案営業に注力いたしましたが、需要の減退や価格不調から販売数量は減少しました。しかし

ながら、販売価格の上昇が寄与し、営業収益（役務収益を含む）は、211億９百万円（前年同期比0.6％増）となり

ました。セグメント利益は、元売の仕切体系の変更や市況低迷の影響を受けて利幅が圧縮され９千３百万円（前年

同期比47.3％減）となりました。

建設資材では、入札不調や消費増税の反動減といった後ろ向きな要因も加わりましたが、販売間口の拡大や提案

営業を積極的に推進しました。その結果、営業収益（役務収益を含む）は、170億１百万円（前年同期比0.3％増）

となり、セグメント利益は２億５千２百万円（前年同期比4.9％増）となりました。

生活サポートは、サービスステーションではガソリンの需要減退が続く中、車の販売や車検、軽鈑金修理などの

油外収益獲得に注力しました。また、４月よりレンタカー事業に本格参入し取扱い商材を一層充実させ、７月には

販売網増強を目的として大津中央サービスステーションをリニューアルオープンしました。家庭用小売ガスでは、

消費増税に伴う反動から受注は低調に推移しましたが、地域密着営業によるリフォーム需要の獲得に注力しまし

た。宅配水事業は、商業施設でのイベント開催を主体に新規顧客の掘り起こしを行いました。しかしながら、営業

収益（役務収益を含む）は、70億３千６百万円（前年同期比1.9％減）となり、燃料油の販売数量減少並びに流通

マージンの減少、またレンタカー事業の費用負担から、セグメント損失は２億２千５百万円（前年同期はセグメン

ト損失４千６百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資 産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、403億２千９百万円となり、前連結会計年度末と比較して13億

４千２百万円の減少となりました。主な要因は、「現金及び預金」が１億９千９百万円、「有形固定資産」が２億

６千７百万円それぞれ増加した一方で、「受取手形及び売掛金」が18億２千６百万円減少したことによるものであ

ります。

（負 債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、107億２千１百万円となり、前連結会計年度末と比較して13億６

千６百万円の減少となりました。主な要因は、「リース債務（流動負債その他）」が１億２千９百万円、「リース

債務（固定負債その他）」が１億７百万円増加した一方で、「支払手形及び買掛金」が２億９千万円、「未払金

（その他）」が７億２百万円、「役員退職慰労引当金」が２億８千９百万円それぞれ減少したことによるものであ

ります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、296億８百万円となり、前連結会計年度末と比較して２千４百

万円の増加となりました。主な要因は、剰余金の配当７千３百万円、四半期純利益３千１百万円及び退職給付会計

基準等の適用による累積的影響額３千３百万円により「利益剰余金」が７千６百万円減少しましたが、「その他有

価証券評価差額金」が８千４百万円、「退職給付に係る調整累計額」が１千２百万円、「少数株主持分」が３百万

円それぞれ増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は72.6％、１株当たり純資産額は1,719円13銭となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第３四半期以降の見通しにつきましては、価格動向や需要動向等を含め、予測しきれない要素が多くあるもの

の、当社グループが掲げる「Re‐Actionプラン」を確実に推し進め、簡素で効率的な経営基盤の確立に努めてまい

ります。

なお、通期の業績予想につきましては、平成26年11月11日に発表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」のとおりとなっております。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変

更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が52百万円増加し、利益剰余金が33百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,961 9,160 

受取手形及び売掛金 16,393 14,567 

工事未収金 926 883 

有価証券 600 800 

商品及び製品 575 523 

未成工事支出金 27 28 

その他 398 383 

貸倒引当金 △373 △366 

流動資産合計 27,509 25,980 

固定資産    

有形固定資産 4,713 4,980 

無形固定資産    

のれん 206 192 

その他 121 111 

無形固定資産合計 327 303 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,580 3,526 

差入保証金 4,614 4,667 

その他 1,103 1,051 

貸倒引当金 △176 △181 

投資その他の資産合計 9,121 9,065 

固定資産合計 14,162 14,349 

資産合計 41,671 40,329 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,689 5,398 

工事未払金 546 499 

短期借入金 301 222 

未払法人税等 235 89 

賞与引当金 193 202 

役員賞与引当金 44 22 

その他 2,944 2,354 

流動負債合計 9,954 8,789 

固定負債    

退職給付に係る負債 542 541 

役員退職慰労引当金 637 347 

厚生年金基金解散損失引当金 441 441 

その他 512 601 

固定負債合計 2,133 1,931 

負債合計 12,087 10,721 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,549 5,549 

資本剰余金 5,458 5,458 

利益剰余金 19,925 19,849 

自己株式 △2,243 △2,243 

株主資本合計 28,689 28,613 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 688 772 

退職給付に係る調整累計額 △130 △117 

その他の包括利益累計額合計 557 654 

少数株主持分 336 340 

純資産合計 29,584 29,608 

負債純資産合計 41,671 40,329 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 44,715 44,612 

売上原価 42,056 42,170 

売上総利益 2,659 2,442 

役務収益 435 580 

営業総利益 3,095 3,022 

販売費及び一般管理費 3,049 3,280 

営業利益又は営業損失（△） 45 △257 

営業外収益    

受取利息 29 31 

受取配当金 16 21 

仕入割引 36 37 

報奨金 80 78 

持分法による投資利益 14 23 

その他 46 51 

営業外収益合計 224 244 

営業外費用    

支払利息 6 6 

売上割引 18 14 

その他 5 6 

営業外費用合計 30 27 

経常利益又は経常損失（△） 239 △41 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 0 

のれん譲渡益 1 － 

役員退職慰労引当金戻入額 － 151 

特別利益合計 1 152 

特別損失    

固定資産処分損 0 5 

リース解約損 0 2 

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 441 － 

特別損失合計 441 7 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△201 103 

法人税等 △78 67 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△123 36 

少数株主利益 4 4 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △127 31 

少数株主利益 4 4 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△123 36 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 171 85 

退職給付に係る調整額 － 12 

その他の包括利益合計 171 97 

四半期包括利益 48 133 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 43 127 

少数株主に係る四半期包括利益 4 5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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